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[要約〕明治9(1876)年 1月に大阪で発行されたオランダ医師エルメレンス (ChristianJ acob Ermerins : 
亜爾蔑聯斯または越悠蔑嵯斯と記す， 1841-1879)による講義録， w原病撃各論 巻八』の原文の一部を紹介
し，その全現代語訳文と解説を加え，現代医学と比較検討し，また，一部では，歴史的変遷，時代背景について
も言及した.
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ウ (Pipernigrum) ~を指す. これには，ピペリン










また， I施那j は『センナ』の当て字で， これは，
マメ科植物『センナ (Sennae folium) ~の葉を乾












の『緑色ヘレボーア (Verat孔町1 viride) ~のことで，
根茎に，ヘレボレイン (C37H5 6018) を含み，強心，
催吐，潟下，縮瞳などの作用がある.また， I白菜産j
は，毛貰科植物の『白バイケツソウ (Veratrumalbum) ~ 
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発生してくるものあることが知られている 15 -17) 
ここで， r海葱(カイソウ)Jはユリ科植物の『ウ





の成熟種子で，ストリキニン (C21 H2 2N 202) ，ブ




は『硫酸ナトリウム (Na2S04) ~を， r硫酸苦土j
は『硫酸マグネシウム (MgS04) ~を指す8 ー 10)
また， r健質亜那越幾斯Jは『ゲンチアナエキス









年草， 『Fぽ凶c吐umvulgare ~ を指し，その成熟果
実には，アネトール (C1oHsO)，リモネン (CloH16)， 
などが含まれ，健胃剤，腸管嬬動促進剤，去疾弗!など
に利用している r遇泥子」は『アニス (Anise) ~ 
の当て字で， これは，セリ科多年草， WPimpinella 
anisum ~ を指し ウイキョウと同類で，熟果を浸
剤として，健胃剤，緩下剤に利用したまた， r甘草j
はマメ科の植物の『カンゾウ (Glycyrrhizaeglabra) 





剤，佐薬などに使用される4，12 -14) また， r桂皮」
はミカン科植物， Wダイダイ (Citrusaurantium) ~ 
-46-
の成熟果実の皮を乾燥したもので，リモネン，ヘスペ
リジン (C28H3 4015) などを含み，芳香性苦味健胃
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